
堂々川紹介１ 堂々川 

堂々川は広島県東部、福山市の北東部（岡山県境に近い）標高 200m程度の山を源流域と

し、大原池に水を集めて、約４㎞流れ高屋川へ注ぎます。私たち堂々川ホタル同好会はこの

川の中流域約１．５㎞にある砂留７基の整備や草刈りをしています。２００６年日本登録有

形文化財に登録されています。 

この川の最上部はゴルフ場があり堂々川水系と清水川水系の分水嶺が輻輳しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    淀ケ池の水鏡 四季折々の風景は絶景                    堂々川１番砂留東の説明看板 

 堂々川には江戸時代に築造された砂留が１６基、その中の８基が文化財に登録、明治に石

積みが１基、その後昭和、平成になってコンクリート製が３７基と大量に作られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       決壊した大原池堤防                源流域には野兎もいる 

堂々川には悲しい歴史があります。江戸時代１６７３年５月最上流の大原池（標高約１６０

ｍ）が決壊し、中流域の備後国分寺（標高１７ｍ）迄土石流が押し寄せ６３人の命が失われ

ました。 

これを契機に福山藩が砂留の築造を始めたようです。 

国分寺の南大門跡前の江戸時代は近世山陽道＝西国街道（九州往

還）石州銀山道（笠岡道）、奈良時代は都から太宰府までの幹線

道路古代山陽道が通っていた要衝地です。又下流域東側は御領遺

跡（九州吉野ケ里遺跡の４番の広さ）があります。      備後国分寺当時より３００ｍ北側 

この遺跡に住んでいた人たちのお墓、つまり古墳は堂々川東の山に８７０基存在していた記

録もありますがまだ発掘調査はほとんどされていません。 
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堂々川紹介２ 堂々川の砂留の種類 

 

〇鎧積み堰堤型式             〇石壁堰堤型式 

 

 

 

 

 

 

 

 

  堂々川の砂留の内   

１、５、６番、鳶ケ迫、大原池駒が爪砂留 

                     

 

      堂々川砂留の内 ２、４、内廣、 

淀ケ池東、へヘリ峠、しし渡下砂留 

 

  〇もたれ式石殻よう壁体型式   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３番砂留断面図               ３番砂留発掘調査 1996年後作られた模型  

                       現在神辺歴史民俗資料館にて展示     

                  

                堂々川６番砂留の基礎部を構成する大石 

              一説には古墳の石を使っていると言われています 

 

ます。                    甌穴―水や砂利が時間をかけて作る穴   

                       

   

                    この資料は「福山藩の砂留」からも転写しています    

 

 前面図 

断面図 

 

 
 

 

不明 淀が池西砂留 大原池尻砂留 

大原池中山、大原池侍谷砂留 

 ←５番砂留の上から見えます 
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堂々川紹介３  堂々川の花崗岩 

 

堂々川及び西隣の中条地区の山は花崗岩又は御影石と呼ばれ粒子の大きい石英、長石、

雲母などの鉱物で出来ており、温度や水によって風化されやすく真砂土になります。  

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花崗岩は縦横斜めに亀裂が入りやすく、亀裂

に沿って割れたり、ざらざらの砂になりま

す。堂々川では 1ｍ以上の岩が沢山あり、浮

石、いわゆる「コアストーン」と呼ばれるも

のもたくさんあります。このコアストーンは

土石流となり流れ出すと大きな被害が出ま

す。 

2018年 7月 6、7日の豪雨で山の斜面はいた

るところで土砂が流れ出ていました。が堂々

川周辺は雨量少なかったのか運がよかった

のか推定以下の被害で収まっていました。 

 

 

 

堂々川東隣の西清水川源流域の八丈岩下方

は普段は水の流れないところですが道路が

えぐられ通行は困難です。 

この場所は何時の時代か？池があったよう

で「切れ池」の通称が残っています。 

 

堂々川 4番砂留が作る川原の一部は今回 

３０ｃｍ以上も砂が堆積しました。それだ

け砂留が下流へ流れる砂を止めてくれまし

た。 
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堂々川紹介４ 花崗岩の地で起こる不思議 

 

 堂々川の流れる神辺平野は広島県 NO.１の広さを誇る平野です。この南側の山は玄武

岩質で銅が産出されていました。北側の山の里地は花崗岩質、そのまた北側は玄武岩や

凝灰岩、岡山県との県境では銀山（かなやま）と呼ばれ、最近まで銀が産出されて様で

間歩（まぶ）が残っていました。又その西側広島県三谷地区には金鉱山跡の間歩が残っ

ています。                                   

                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

    朝日が昇るのが見られる通称   

          お月さんと名前のある信仰の石です  

 

 

大水が引いた 4 番砂留に異変が起こりま

した。砂留を構成する石が赤くなっていま

す。花崗岩には鉄や雲母が含まれていまし

て、この水溶性の鉱物を酸化するエネルギ

ーで生活するバクテリア。二価の鉄イオン

を酸化し、酸化第二鉄が生成されると赤褐

色の沈殿物が現れます。無害の鉄バクテリ

アの仕事です。ウィキペディア参照 

 

 

 

通称古墳の丘（堂々川から東、岡山県境

界までに 870 基あったそうです）から見

る神辺平野は堂々川から東へ約２ｋｍも

広がり、佐賀県の吉野ケ里遺跡の 4 倍も

あると言います。 

岡山県との境界に境界石があり、冬至の前

後にはこの石の割れ目から朝日が昇りま

す。この境界石を含め 5つの石を見ると 

夜空のカシオペア座と同様の W の形に位

置しています。自然か人為的かは不明で

す。 
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堂々川紹介５ 会が結成された頃 

 私が会社の定年を迎えた時、次は何をして遊ぶか考えました。いくつかの候補の中、地域

貢献活動を選び最初に出会ったホタルに魅せられて堂々川にホタルを飛ばすことにしまし

た。 

広島県がこの川を観光地にと考えていたと思われる地図もありますがホタルと共に２年過

ぎた 3年目に同好会を結成しました。 

                                                 

                      

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会を結成した頃、堂々川は不法投棄

のメッカと言われる川と谷と沿道

でした。 

ダーサ谷と名のある谷は谷の 1/3

が埋まり黒い水が流れ出ていまし

た。 

10 数年経った今でも電線被覆は川

から湧き出てきます。 

6番砂留は１９７７（昭和 5２）年

以降、誰も整備をしない砂留と

堂々公園でした。 

同好会初代会長が少しずつ作業し

て現在の姿に変えました。 

蛇と蜂との戦いでもありました。 

3番砂留は設立 2年目福山市の魅力作

り事業に提案し、採択されて会員だけ

で草刈り、重機を使い 3年目には 

ホタルが飛ぶ川原にしました。 

当時の業者見積 500万円、福山市の資

金は 70万でした。 

3 年目の大きな事業は 2 番砂留川

原でした。今現在蔓葦が繁茂して

いますがここには準絶滅危惧種の

カヤネズミが巣をつくるので 10

月迄手を付けません。 
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堂々川紹介６  ボランティアと小学生が作った観光地 

 2018年苦節 13年、やったらやっただけの成果を自然や周囲の人に認めていただきました。 

でも、いざ作業をするというと、月 1度の定例会に参加される人は 10名前後です。 

愚痴はやめにして「ホタルと花と砂留と」をテーマにホタルは自然発生で 1000匹、花（彼

岸花―18万本、花色 17色）になり、前頁から見ると大幅な変化です。国から大臣表彰とし

て 4回、県・市・諸団体からいただいた表彰は１０件をはるかに超えています。 

                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

完 

 

 

 

  

2015 年 1300 匹を超えたホタル

は砂留の事故から 400匹迄減り、

昨年は 600匹、今年の 5、6月は

1000 匹まで回復しています。砂

留をバックに舞う姿、アクセスの

良さで人気上昇中です。 

彼岸花は 1 番砂留から堂々公園の

中までの１３００ｍ間で曼殊沙華

と名のある赤色を中心に 17色、18

万本が咲きましたが猪に掘られて

日干しの球根が増えています。

2018 年は 9900球植えました。 

私達の活動の中で近隣の小学児

童と保育園児の植栽は切っても

切れない関係です。皆で作った

観光地と言えるでしょう。 
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